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助教 坪内 暁子

研 究

新宿区の私立校避難所地域での防災教育の実施並びに
地域連携の構築

坪内暁子助教を中心に、SARS流行を経験した台北医学大学（Fan）、
東日本大震災を経験した東北大学災害研（佐藤、佐々木）や医療創
生大学（奈良）等とともに、国内外の福祉・保健政策や教育政策の
発展を目指し研究を進めている。成城学校避難所地域への平成28年
度に実施した調査から、地域の問題点（避難所数の不足、災害弱者
支援の脆弱性等）が明らかとなった。そこで、感染症教育・防災教
育や社会連携の仕組みを産学官民一体となって整備する取り組みと
して、手始めに、女子会や6つの専門分科会を設置した。また、新宿
区の防災覚書、避難所マニュアルや避難所マップ等の改変を実施し
た。新宿区の51の避難所の中で最も対策が進んでいるとの評価を受
けている。一方、男女共同参画の防災対策が評価され、令和元年度
東京都女性活躍推進大賞（地域部門）受賞した。
2020年度からは、災害時要援護者のリスク低減のために、企業との
協力・連携関係締結、共同開発に向け準備を進めており、新宿区に
て試作品の試行並びに予備調査を実施した。社会弱者にも着眼、児
童虐待防止にも繋がる地域包括ケアの研究も進行中である。

主な研究テーマ

主な研究内容スタッフ

1.災害対策
2.感染症対策
3.福祉・保健政策

2020年9月1日現在

調査結果を元にした

Ø 感染症教育・災害教育
Ø 適切な情報配信
Ø 地域連携・社会連携

を実施

調査

目的：

地域住民の
Ø 意識・知識の把握
Ø 行動予測

リスク回避

リスク評価リスク認知

政策への信頼
国・行政への協力

生存科学、 Vol.24A、2013(Tsubouchi）の部分修正



Research Support Center, Satellite office

Research

Construction of enforcement of the disaster prevention 
education and the reinforcement of regional alliances in the 
private school shelter in Shinjuku

Assistant Professor Akiko Tsubouchi is studying political and educational 

measures for improvement of welfare and health in the disasters in collaborate on 

with the International team. Our research has shed light on the potential risks, 

including the insufficient number of evacuation centers and vulnerability of 

support for people in need of care, via investigation at the public, school-based 

evacuation center in Shinjuku, Tokyo. We have established the regional 6 

women’s associations in terms of education for disasters and infectious diseases 

and a social cooperation system based on industry, academia, government and the 

private sectors. In addition, we have announced a memorandum for the disaster 

prevention with Shinjuku Ward and established the evacuation shelter manual 

the evacuation shelter map, and so on. As a result, our social activities conducted 

in Shinjuku received the 2020 Tokyo Metropolitan Women's Advancement 

Promotion Award (regional category).

Since 2020, we began to develop healthcare apparatus and a support system for 

people requiring assistance in the disaster under cooperation with companies; a 

preliminary survey for bedding apparatus is ongoing in Shinjuku. We also study a 

community-based, comprehensive care system necessary for vulnerable groups, 

particularly for prevention of child abuse.

Main Research Subjects

Research HighlightsMembers

1.Disaster Prevention measures
2.Infectious disease measures
3.The welfare, health policy

2020年9月1日現在
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2019年（平成31・令和元年）　研究業績

講座名:研究基盤センター分室

所属⾧名:服部　信孝

区分 番号
学位
論文

全著者名,論文名,掲載誌名, 掲載年;巻（号）:ページ番号 国際共同

和文原著 1 坪内暁子，災害リスク低減に向けた情報環境の整備　—　新宿区における災害対策研究からの提言　—，生存科学，Vol.29(2)，pp.83-99, 2019 ○

和文原著 2 坪内暁子，災害時の身体的・社会的弱者への支援体制 ー 東京山手線内の私立学校避難所の取り組み事例 ー，地域ケアリング，5月号，pp.58-65, 2019 ○

和文原著 3
坪内暁子, Fan Chia-Kwung, 佐藤健, 仲田悦教, Cheng Po-Ching，Lee Yuarn-Jang，Chou Chia-Mei，佐々木宏之，内藤俊夫，奈良武司，私立校の教職員を対
象とした防災教育に関する日台比較調査，日本安全教育学会第20回山形大会予稿集, pp.106-107, 2019

○

区分 番号 全著者名,論文名,掲載誌名, 掲載年;巻（号）:ページ番号 国際共同

和文総説 1 坪内暁子，日本におけるジェンダー・ギャップ —　児童虐待の背景にあるもの　—, 生存科学，Vol.30(1)，pp.37-59，2019

和文総説 2 坪内暁子, 児童虐待防止の事前策の強化 ー リスク要因の多角的分析と共助体制整備の必要性 ー, 地域ケアリング, 12月号, pp.51-55，2019

和文総説 3
坪内暁子, Tokyo 2020 Olympic & Paralympic開催を踏まえた国際都市におけるリスクマネジメント - Mass gatheringと感染症 -, 危機管理システム研究学会第19回年次大
会予稿集，p.1-pp.5，2019

○

区分 番号 発表者名,発表タイトル（題目・演題・課題等）,学会名,場所,発表年月日等 国際共同

国内学会発表 1
Hsu Shao-Lun, Chang Howard, 奈良武司, 坪内暁子, Fan Chia-Kwung, Emerging or re-emerging parasitic diseases in Taiwan by retrospective study
from clinical cases during 2001-2017， 第88回日本寄生虫学会大会, ⾧崎, 2019年3月15日

○

国内学会発表 2
坪内暁子，佐藤健，佐々木宏之，内藤俊夫，仲田悦教，Po-Ching Cheng ，Chia-Mei Chou，Yuarn-Jang Lee，Chia-Kwung Fan ，奈良武司 ，「防災ミニマム・エッ
センシャルズ研修」確立にむけた国際共同研究:東京・台北における私立校教職員への調査，東北大学災害科学国際研究所共同研究成果報告会，仙台，2019年7月20日

○

国内学会発表 3
坪内暁子, Fan Chia-Kwung, 佐藤健, 仲田悦教, Cheng Po-Ching，Lee Yuarn-Jang，Chou Chia-Mei，佐々木宏之，内藤俊夫，奈良武司，私立校の教職員を対
象とした防災教育に関する日台比較調査，日本安全教育学会第20回山形大会, 山形大学, 山形, 2019年9月7-8日

○

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年月日等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1
坪内暁子，成城学校避難所運営協議会並びに成城避難所女子会，有識者委員会並びに世話人，令和元年度東京都女性活躍推進大賞（地域部門），東京都，2019年
12月17日



その他
（広報活動を含む）

2
坪内暁子，災害対策について「伴に」考える研究会の企画・運営，世話人（第22回定例会:災害前の高齢者等への感染症対策—肺炎球菌ワクチン接種のススメ―，内藤俊
夫），2019年6月17日

○

その他
（広報活動を含む）

3
坪内暁子，災害対策について「伴に」考える研究会の企画・運営，世話人（第23回定例会:統一テーマ:　災害から命を守る!，1)災害時要援護者支援登録制度と地域の各避
難所の役割，2)机上訓練　避難所シミュレーション:地域みんなで考える避難所マップ，坪内暁子ほか），2019年12月9日

○

その他
（広報活動を含む）

4
坪内暁子，避難所運営に弱者の視点，東京都大賞に「女子会」地域の防災力強化，認知症・障害者などに配慮も，医療介護CB NEWS(YAHOO! JAPAN他同時配信），
2019年12月24日

○

その他
（広報活動を含む）

5
坪内暁子，研究代表者，29-31年度文科省科学研究費補助金基盤(C)一般，副都心新宿の指定避難所をモデルとした災害対策:4W1Hの把握と対策の見える化の検討，
455万円

○

その他
（広報活動を含む）

6
坪内暁子，研究代表者，2019年度東北大学災害科学国際研究所リソースを活用した共同研究助成（継続課題），「防災ミニマム・エッセンシャルズ研修」確立にむけた国際共同
研究:東京・台北における私立校教職員への調査， 70万円

○

その他
（広報活動を含む）

7 坪内暁子，危機管理システム研究学会，理事就任，2019年7月6日から2年間
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